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1.は じ め に

 古 宇 利島 は,沖 縄本島北部西海岸 の本 部半島 の東北洋上にある離島で,「 プジ」 ま

たは 「ブイ」,「 クイ」 と呼ばれている。1960年4月 現在,戸 数147,人 口940,畑 作

(麦 ・粟 ・甘蕉)を 中心 と した農村 である。集落 は,村 内(ム ラウチ)と 上原(ウ ィ

ーバ ル)
,下 原(シ チ ャバル)の 三つ の地域にわかれているが,島 民 の大半が居住 し

てい る村 内が,古 宇利 島社会 の中心にな っている。

 一 般 に,沖 縄 の村落 には,御 嶽(ウ タキ)と 呼 ばれ る聖な る杜 が祀 られ,そ こで男

女神役 によって,折 目(ウ イ ミ)と か御願(ウ ガ ン)と いう儀礼的行為 がお こなわれ

ている。古宇利島の場合 も例外で はないが,た だ,興 味 をひ くの は,こ の島には,古

くか ら伝承 されて いる人間起源神話 と聖地 と折 目とのあいだ に,象 徴的な関連 が認 め

られ ることである。 この ことに焦点 をす えて,古 宇利島の聖地 と折 目の問題 を検 討 し

てみ ることに しよ う。

皿.神 話 と聖地 の象徴的関連

 沖 縄 の島々には,三 つの型の起源神話が ある。ひ とつ は,世 界の創造 をモチーフと

する型,い まひとつ は,人 間の起源 をモチー フとする型,も うひとつは,両 者が接合

した型 である[伊 藤 1973:212-221]。 古 宇利島の伝承 は,第2の 型の人間起源神話

で,つ ぎのよ うな内容の ものである。

*国 立民族学博物館第3研 究部
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伊藤 古宇利島の聖地と折目

  む か しむか し,古 宇利島に男の子 と女の子が現われた。二人 は裸体でいたが,ま

  だ,そ れを恥 じるとい う気 は起 こらなか った。そ して,毎 日,天 か ら落 ちて くる

  餅 を食 べて,無 邪気に暮 していたが,餅 の食いの こしを貯 えるとい う分別 がで き

  るやいなや,餅 の供給 が止 ま って しま った。彼 らの驚 きはひと通 りではなか った。

  天 を仰 いで,「 お月 さま お 月 さま 大 きい餅 を くだ さいま し 赤 螺(ウ マグル)

  を拾 うてあげま しょう」 と歌 ったが,そ の 甲斐 もなか った。彼 らは,そ れ か ら労

  働 の苦 しみを なめな ければな らなかった。 そ して,朝 な夕な,磯 打際に赤螺 な ど

  を あさ って,玉 の緒をつないでいたが,あ る時,海 馬の交尾す るのを見て,男 女

  交 購 の道 を知 った。二人はよ うや く裸体 の恥ずべ きことを悟 って,ク バの葉 で陰

  部 を隠すよ うにな った。今 日の沖縄 の36島 の住民は,こ の二人 の子孫であ るとい

  わ れている[伊 波 1974:299-300」 。

 この伝承 は,柳 田国男や折口信夫 と並んで,沖 縄研究史 の うえで主導的な役 割をは

た した伊波普猷 が採録 した もので ある。 この型 の神話 は,宮 古島南部の来間 島[稲 村

1957:22;牛 島 1969:94-95]や 八 重山の鳩間島[村 武 1965:256-257]な どに も

伝承 されてい るが,こ こで は,こ の神話 が,古 宇利島の人び とが崇拝 して いる一 部の

聖地 と深 くむす びつ いてい る点に注 目したい。

 古 宇利島に は七 つの聖地があ る。 「マーバグチ」 と 「ハ マ ンシー」(別 名 「イ ビ ・

ヌ ・メー」),「 フ トゥキ ・ヌ ・メー」,「ナカ ムイ」(中 森),「 トゥンガ ・ヌ ・ウガ ミ」,

「ソー ・ウタキ」,「 マ チジ」 がそれで,こ れ らの聖地は,「 七嶽」 け ナタキ)と か

「七森七嶽」(ナ ナムイ ・ナナ タキ)と 呼ばれて いる。 この島の人 間起源神話 と関連 し

てい るの は,そ のなかの 「マーバグチ」 と 「ハマ ンシ」,「フ トゥキ ・ヌ ・メー」 の三

つ の聖地 である。

 伝 承 によると,「 マーバグチ」 は,沖 縄 の島 々の原祖 といわれる二人の男女 の遣骨

が祀 られてい る御嶽,「 ハマ ン鈷」 と 「フ トゥキ ・ヌ ・メー」 は,こ の二人の男女が,

天 か らお りて住 居をかまえた ところといわれて いる。なかで も 「マーバグチ」 は,も

っとも重要な御嶽 といわれていて,『 沖縄県国頭郡志』(1919)に よ ると,こ の御嶽

で,つ ぎのよ うな行事がお こなわれていたとい う。

  今 同島宮古 口 と称す る神嶽 中に2個 の賜膿 あ り。毎年1,4,7,10月 の4回 吉

  日を 選び,二 人 の神職之を祀 る。其祭祀 に臨むや,3日 間精進潔斎をな し,純 潔

  な る白装束(白 衣 白八巻 にて腰巻 に至 る迄新調)に て参詣 をなす。島民途 中之 に

  逢 会す るを忌 みて(殊 に妊婦)道 を避 く。 而 して二人 は嶽中に入 り,祈 禧を行い
                  ミ キ

  たる後,白 衣を抜ぎて裸体となり,酒 齪を以て其燭骸を洗浄し,白 布巾にて拭去

  る(近 代はミキの代 りに泡盛を用う)。 是れ彼等の祖先より伝わりし神秘的祭祀

  な り。彼等は此の2個 の醐縷を島民の祖先として前記の神話に附会す。然れども

  遺骨の現在するは猶お近代に属するを以て,其 間年代にi著しき懸隔あるを免れず
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写真1 御 嶽 マ ーバ グ チ の 遠 景

  [国頭 郡教育 部会編 1919:318]。

 「宮古口」 とい うのは,御 嶽 「マーバ グチ」の こと,二 人の神職 というの は,ミ チ

チ ・マーイ神 と呼ばれてい る女性 神役 の ことで ある。 この行事は,筆 者が古宇利島を

訪れた ころにもお こなわれていた が,行 事 の回数 と月 日に変化が生 じていて,毎 年,

旧暦1月 と5月,9月 の15日 の慣行 にな って いた。 しか し,こ の行事 に参加す る女性

神役 が,3日 間,身 体を きよめて か ら,泡 盛で頭蓋骨を洗 うとい う慣行 は,ほ とん ど

変わ ってはいない。

 「沖縄県 国頭郡志』のなかで も指摘 されて いるように,「 マーパ グチ」 に祀 られて

い る2個 の頭蓋骨を,神 話的原祖 のそれとみ なすわけにはいかないけれど も,そ れが

人間起源神話 に出現す る二人の男女 のそれ に比定 されてい るのは,沖 縄 における神話

と聖地 の 関連 とい う問題を考 える うえで興 味深 い。 国分直一 によると,古 宇利島に

は,こ の 「マーバグチ」のほかに も,人 骨を祀 っている御嶽 が二つ ばかりあ る[国 分

1970:382-383]。 隆 起珊瑚礁の小丘 の 「ナ カムイ」 と 「マチジ」が,そ の御嶽だ と

い うことだが,こ れ らの御嶽 について は,な にも伝承 されていない。

 古 宇利島の聖地 の問題 として,い まひ とつ注 目 して おきたいのは,「 マーバグチ」

が,「 門 中」 と呼ばれる父系 出自集団の崇拝 の対象の ひとつにな っていることで ある。

沖縄本 島 とその周辺の島 々と同 じよ うに,こ の島 に も,い くつか の 「門中」 が存在

し,そ れぞれの 「門中」 のあいだで,さ まざまな行事 がおこなわれている。 元 旦の

初拝み(ハ チ ・ウガ ミ)や 春秋の彼岸,5月5日 の井戸拝み(カ ー ・ウガ ミ),3年

ま た は5年 ごとに,代 表者を選んで沖縄本島北部 にあ る特定の旧跡 や墓,井 戸 を巡拝

す る東廻 り (ア ガ リ ・マ ーイ)な どの行事 がそれで,い ずれ も広 義の先祖祭 りで あ

る。

 これ らの行事 のなかで,「 マーバグチ」 と直接,む すびついているのは,元 旦 の初

拝み と春秋 の彼岸の先祖祭 りの二つで ある。初拝みは早朝 におこなわれ るので,朝 御
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願(ア サ ・ウガ ン)と も呼ばれ,元 旦 の早朝 に,そ れぞれ の 「門 中」に属 して いる人

びとは,「 マーバグチ」 を訪れて,神 話的原祖 を祀 るほか,古 宇利島のなかで,も っ

とも古い旧家 といわれ る宮城屋(ミ ャーグ スク ・ヤー)の 先祖 や,「 ク ワッサヤー ・

グ ワ」 と呼ばれる広場 に祀 られている火 の神 とか井戸などを巡拝す る。また,春 秋 の

彼岸 にも,「 マーバ グチ」の原祖 と宮城屋の先祖,「 クワッサヤー ・グ ワ」の火の神が,

「門中」 の人 びとの共同祈願 の対象 になっている。

 二 つ の行事 は,い ずれ も 「門中」の行事 であるか ら,当 日,そ れぞれの 「門中」の

成員 たちが,自 分たちの属 してい る 「門中」の宗家 に祀 られている先祖を拝みに出か

けるのは,改 めて言 うまで もない。 この島の人 びとは,宗 家の ことを根所(ニ ー ・ド

ゥクル)と か 「ム トゥ」 と呼ん でい るが,一 群 の宗家のなかで も,初 拝み と春秋の彼

岸 の際に,一 般の島民が巡拝す る宮城屋は,も っとも古い宗家 といわれ,古 宇利島の

総宗家(ウ フ ・ムー トゥ)的 な位置を 占めてい るのは注 目に価す る。

 伝 承による と,古 宇利島には,「 ピジ ャ ・ヤ0」 と呼ばれ る草分 けの家があ ったが,

この家 はかな り以前に絶 えた。宮城屋は,こ の 「ピジャ ・ヤー」か ら分立 した唯一の

旧家だ とい うので ある。初拝 みや春秋の彼岸の折に,こ の家 が巡拝の対象 のひ とつに

数え られてい るのは,「 マーバ グチ」 に祀 られている神話的原祖 と並んで,宮 城 屋の

先祖が始源的存在 としての意味を もちつづ けて いるか らであろ う。 ちなみ に,こ の島

の女性 神役 のなかで,中 枢の位置を占めてい る祝女(ヌ ール)と ウチ神 は,宮 城屋を

宗家 とす る 「門中」 から選出 ・継承 されて いる。

 な お,古 宇利島の 「門中」 には,ウ ク リと水神(ミ ジ ・ガ ミ)と い う,そ れぞれ機

能 を異 に した女性 神役 がいる。 ウク リは三 つの 「門中」か らひ とりずつ選 出されてい

て,毎 月1日 と15日 に,そ れぞれが所属 している 「門中」の宗家の先祖 を祀 って いる。

他方,水 神 は,そ れぞれの 「門中」か らひ とりずつ選 出され,主 に旧暦5月5日 の井

戸拝 みの折 に,「 門中」 を代表 して祈願 をお こな っている。 祈願の対象 とな って いる

井戸 は,「 門中」によ って かな らず しも一様 ではない。 島 内の井戸のほかに,島 外 に

あるい くつかの古 井戸 が含 まれてい る。いず れの井戸 も,そ れぞれの 「門中」 の先祖

が使用 したところと伝 え られているのは,井 戸 もまた聖地 と並んで,「 門中」 の成員

を統合す るシンボル として,重 要 な機能 をにな っていることを示 している。

㎜.折 目 の 諸 相

古 宇利島の祭祀=行 事体系は,折 目(ウ ィ ミ)と 節 日(シ チビ)と い う二つのカテゴ

リーか らな る。折 目は,一 定の 「門中」か ら選 出された男女神役 によってお こなわれ

る村落 レヴ ェルの祭祀,節 日は,男 女神役が参与 しない家族 レヴェル の行事である。

いずれ も,沖 縄の村落 にひろ く見 られ る慣行で ある。 ところで,折 目のほうは,様 式
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の うえで かな りの共通性 が認 め られ るが,そ の内容 とい う点 にな ると,村 落 によって

かな らず しも一様で はない。か な りの変差が見 られる[伊 藤 1974b:26-27]。

 古 宇利島の折 目は,農 耕 と漁労 とい う二つの要素が軸 にな って構成 されて いる。2

月 御祭 と5月 御祭,豊 饒感謝祭(ユ ガ フ0・ ニゲ ー),「 サー ジャー ・エ0」,海 神祭

(ウ ンジャ ミ)な どが主 な折 目にな っていて,2月 御祭は麦の初穂祭(ム ジ ・ヌ ・プ

ー ・ウマチ0)
,5月 御祭 は粟 の初穂祭(ア ワ ・ヌ ・プー ・ウマチー),豊 饒感謝祭 と

海神祭 は豊作 と大漁の感謝 と祈願,「 サージ ャー ・エー」 は漁労の模擬行為 をともな

った行事で ある。 このほかに,嶽 の御願(タ キ ・ヌ ・ウガ ン)と か疫病 の駆除を祈願

す る 「プー チ ・ヌ ・ウガ ン」 などがお こなわれている。

 ど の折 目で も,一 定 の聖地を対象に して,男 女神役 によってお こなわれて いるが,

男 女神役の参与の あり方 は,折 目によってかな らず しも一定 していない。1960年2月

現在,古 宇利島 には女性神役が13人,男 性 神役 が4人 認め られた。 女性神役 は祝女

(ヌ ール)と ウチ神,ヤ トゥバル神,ミ チチ ・マーイ神がそれぞれひ とり,海 神祭だ

けに参与す る弓取 り神(ユ ミ トゥイ ・ガ ミ)が9人,男 性神役 はクニ ・ガ ミ,海 勢頭

(ウ ミ・シル0),フ ン シ神,オ ージ神がひ とりとい う構成を とっている。 このほか

に,女 性神役の下 役 として,一 定の 「門中」か ら選 出されて いるサ ンナ ンムが二人 い

る。

 いずれの神役 も,一 定 の 「門 中」か ら選出 されているが,そ の 「門中」 は,か な ら

ず しも固定 してい るわけではない。た とえば,祝 女 とウチ神 は,草 分 けの家 といわれ

る宮城屋 を宗家 とす る 「門中」 か ら選 出されているが,そ の先代 も先 々代 も,そ れぞ

れの 「門中」か ら選 出 されて いる。 この二人の女性神役が,宮 城屋を宗家 とす る 「門

中」 か ら選 出され るよ うにな ったの は,巫 女(ユ タ)と 並んで,男 女 神役 の継承 問題

に深 く参与 してい る三世相(サ ンジンソウ)の 助言 によるところが大 きい。

 古 宇利島の折 目は,こ うした男女神役を中心 とした祭団に よってお こなわれてい る

わけだが,2月 御祭 と5月 御祭を除 くと,折 目の内容 はかな り変差 に富んで いる。

 2月 御祭 と5月 御祭 は農耕 プロパーの折 目で, 2月 御 祭 は1日暦2月15日, 5月 御

祭 は旧暦5月15日 にお こなわれて いる。 当 日,祝 女 とウチ神 とサ ンナ ンムは,御 嶽

「フ トゥキ ・ヌ ・メー」 と 「ハマ ンシー」 を訪れて,麦 と粟 の豊作 を祈願す る。そ

して,帰 路,東 の浜へ出か けて,東 南方にある沖縄本島の大宜 味村塩屋 を遙拝 して

か ら 「アサギ」 に赴 く。 その途 申で,サ ンナ ンム は,2月 御祭 には麦 の穂を,5月

御祭 には粟 の穂を,そ れぞ れ3本 ずつ抜 きとる。 その畑 ば,別 に特定化 されていな

い。「アサギ」 には,他 の11人 の 男女神役 があつ まってい る。 祝女 とウチ神 が到着す

ると,男 性神役の ひとりが,釜 でわか した湯のなか に,そ れぞれ3本 の穂 を入れて,

そ れを祝女 に渡す。 そ して,祝 女 を中心 と した女性神役 は,「 アサギ」 のなかの座 に

つ いて,東 の方 にむか って拝 んでか ら,「 アサギ」のそばの広場で,円 陣 をつ くって
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踊 る。

 古 宇利島の折目のなかで も,2月 御祭 と5月 御祭の禁 忌 はと くにきび しい。それぞ

れの折 目が はじまる2日 前 の,13日 の朝 を朝御願(ア サ ・ウガ ン)と いい,祝 女 とウ

チ神,男 性神役のひ とりが,祝 女屋(ヌ ル ・ヤー)と 呼ばれ る廃屋へ出か け,そ こに

祀 られている先祖 と火の神を拝む ことにな っているが,こ の朝か ら]5日 にかけて,い

ろいろな禁忌が人び とに課 せ られて いる。た とえば,針 仕事を した り,縄 をな うこと

が禁 じられるほか,豚 の尿尿を用 いることが禁止 される。 また,15日 は,男 女神役が

「アサギ」 で行事をすますまでは,夕 食 をとることが禁 じられてい る。なお,こ の日

の夜,男 性 神役 のひ とりが,杖 を もって,「 クワッサヤー ・グ ワ」 に出かけて,そ の

附近 の人び とが物音 をたてた り,咳 を した りす ると注意す ることになっている。

 沖縄本 島の農村 では,一 般 に旧暦6月 は刈 り上 げ祭 りの季節 である。水稲地帯 では

稲 の刈 り上 げ祭 りが,畑 作地帯では粟 の刈 り上 げ祭 りがお こなわれ,い ずれ も6月 御

祭 と呼ばれて いる。古宇利島 には,こ うした6月 御祭 が欠落 しているが,旧 暦6.月24

日 に,「 ユガ フー ・ニゲー」 と呼ばれ る豊饒感謝祭がお こなわれている。 しか し,こ

の折 目には,畑 作 ばか りでな く,漁 労の要素 も含まれていて,当 日,女 性神役 は祝女

屋 に出かけ,そ こに祀 られている先祖 と火の神に,家 々か ら拠 出された飯 と魚 を供 え,

豊 作 と大漁 の感謝 と祈願 をお こな う。

 興 味 をひ くのは,「 ユガ フー ・ニゲー」の翌 日か ら2日 間 にわた って,「 サー ジャー

・エー」 と呼ばれ る折目がおこなわれてい ることで ある。 この折目は,「 鷺 よけ」(害

写真2 アサギ(中 央)と 御嶽ナカムイ(後 方)
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鳥駆除)を 目的とした行事といわれているが[国 頭郡教育部会編 1919:288],あ と

でのべる海神祭と同じように,漁 労の模擬行為がおこなわれているのが注目される。

なお,こ の折目に参加する男女神役がクニ ・マ0イ 神と総称されているように,こ の

折目は,男 女神役が草分けの家々を訪れて,そ この先祖と火の神を巡拝することを骨

子にしている。

 「サージャー ・エー」の1日 目(25日)は,男 女神役が 「アサギ」にあつまり,太

鼓をうち,歌 をうたいながら3軒 の旧家に出かけ,そ この先祖 と火の神を拝んでから,

男性神役は扇子,女 性神役は団扇をもち,再 び歌をうたって屋内をめぐる。2日 目

(26日)は,男 女神役が祝女屋と 「クワッサヤー ・グワ」に出かけ,こ こで前日と同

じように歌をうたってか ら 「アサギ」に出かけ,そ の広場で魚を捕る模擬i行為をおこ

なう。ひとりの男性が海豚に擬せられ,網 にみたて られた莚をかぶると,男 性神役た

ちが,海 豚を槍にみたてた棒で突いて捕える仕草とか,莚 で魚をかこむ真似をする。

この行事がすむと,男 女神役は,こ の1年 のあいだに家を新築 したり,ま た,家 の浄

化を希望する人びとのところへ出かけて,浄 めの儀式をおこなう。

 7月 の亥の日におこなわれる海神祭は,古 宇利島の折目のなかで も最大の行事にな

っているが,そ の分布はかなりひろい。沖縄本島北部の東西の海岸線の村落にひろく

おこなわれていて,し かも,か なりの共通要素が認められる。

 島袋源七が採録 した民間説話のなかに,つ ぎのような海神祭の起源を説明した伝承

がある。

  往昔,い まだ開けぬとき,人 びとは農作物というものを知 らず,た だ禽獣を捕え

  て日常の生活を していた。 それで食物 のないときは,あ っちこっちさまよい,

  「オホーイ ・オホ0イ 」 と叫んで歩きまわった。 かれらは一定の住居を持たず,

  着物 ももちろん持たなかった。ただ,木 の葉をもって身を被い,草 の葉をもって

  冠 り物をしていた。 そのとき,山 の頂上から,「 オーイ・オ0イ 」 と叫びなが ら,

  ひとりの神さまが現われてきて,迷 える人びとに農作物の作り方や食物の種類を

  教え,な お,着 物を作ることを教えた。それで,こ の神さまを祀るために,毎 年,

  7月 の亥の日に祭 りをすることになった[島 袋 1929:113-ll4]。

 この説話は,海 神祭の農耕儀礼的な側面を説明した伝承である。沖縄本島北部,東

海岸の安田の海神祭に,田 の草取 りの模擬行為がおこなわれているのは,こ の説話の

内容 と対応 しているが,海 神祭という呼称が示 しているように,こ の折目は単なる農

耕儀礼ではない。こうした農耕的な要素のほかに,魚 に扮装した若者を網で捕えると

か,猪 に扮 した男性を弓で射たり,槍 で突くというような,漁 労や狩猟の要素をとも

なった ものもある[伊 藤 1974b:99-103]。

 古宇利島では,海 神祭の前日が 「ウンジャミ・グワ」と呼ばれ,女 性神役が身体を

きよめるほか,御 嶽や 「アサギ」などの掃除がおこなわれる。当日,男 女神役は再び
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写真3 海 の 神 の 祠

身体 をきよめてか ら,午 後 になると,正

装 して根所 の 「フンシ ・ヤー」 にあつま

り,酒 と米,菓 子な どの供え物(以 前 は

キ ビ餅 と米)の 準備をす る。準備 がおわ

ると,女 性神役 は 「アサギ」のなかにす

わ り,「 ナカムイ」 の御嶽にむか って拝

んで か ら,琉 球 ボタンヅルを巻いてつ く

った鉢巻(ハ ーブイ)を かぶ り,棒 の さ

きに竹 を くくり,そ のさきに唐船 の形を

描いた旗 をさげた弓を もって,「 アサギ」

の広場にむか う。そ こには,あ らか じめ

鍬 で船 の形が画いてある。祝女が合図す ると,弓 取 り神(ユ ミ トゥイ ・ガ ミ)た ちは,

地 面 に画か れた船 の上を左 にまわ り,舳 とおぼ しきところまでいってか らもとの場所

に帰る。 この所作 を5度 くり返す。 この行事がすむ と,女 性神役 の一行 は,祝 女 を先

頭に 「アサギ」 にもどり,そ のそばに弓 と鉢巻 を置 き,再 び 「ナカムイ」の御嶽 を拝

む。そ して 鉢 巻 をかぶ り,弓 を もって 「アサギ」 の広場 に出かける。 そこで,神 役

の ひと りが,「 アサギ」 の前 に準備 した供 え物 の菓子(以 前 はキ ビ餅)を 弓の さきで

突 きさ して,そ れを高 くさ し上 げると,女 性 神役 のヤ トゥーバル神が,そ れを弓で落

とす。 これ は,天 の神が この島に餅を落 とした とい う,人 間起源神話のひ とつ のモチ

ーフを再現 した もので ,ミ チチ ・マーイ神が,そ の餅 にみたてた菓子を一般 の人 び と

に分配す る。

 「アサギ」の広場の行事 がす むと,男 女神役 は弓を もって,根 所の 「フ ンシ ・ヤー」

へ出か け,そ この屋敷 に祀 られている海 の神 の祠 の前 に整列す る。 こ こにも,船 の形

に擬せ られた縄 が2本,祠 のそばの木 に張 ってある。祝女が合図す ると,弓 取 り神た

ちが弓を罹 にみたてて,い っせ いに船 を漕 ぐ所作 を くり返す。 この際,ヤ トゥーバル

神 が,腰 をかがめて潮水 を汲みだす仕草をする。そ して,し ば らくしてか ら,二 人の

男女神役が抱 きあ って,「 フンシ ・ヤー」 のなかに入 ってい く。

 丁 フ ンシ ・ヤー」 での行事 が終わ ると,男 女 神役 は海岸 にあ る 「ク ワッサ ヤー ・

グ ワ」 に出かける。 こ こに も,あ らか じめ鍬 で船 の形が画かれてある。 弓取 り神 は

再び船を漕 ぐとい う模擬行為 をお こな う。 そ して,男 女 神役 の一行 は,シ ラサ と呼

ばれ る海に突き出た岩の上 にゆ き,対 岸 の塩屋 のほうにむか って遙拝 し,こ こで もま

た,船 を漕 ぐ真似 をす る。 そ して,男 女神役 は再 び 「ク ワッサヤー ・グ ワ」 にもど

り,供 え物を捧 げた祭壇 の前で,鉢 巻を とって船 を漕 ぐ所作 をす る。 その後,女 性

神役 は,子 供た ちを連 れて浜 に出かけ,子 供たちの顔や頭を潮水で洗 う。 この行事

は,子 供 に懸いそい る悪霊 を祓 い,か れ らの健康 と成長 を うながす ことを目的 と して
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いる。

 夕方 にな ると,船 漕 ぎ競走(ハ ー リー)が お こなわれ る。村内 と上原,下 原 とい う

三 つの行政区が,東 組,中 組,西 組 とい う三 つの組 に再 編成 され,そ れぞれの組の男

性 たちは,東 南方 にある塩屋にむか って船漕 ぎ競走をす る。東組 が勝つ と来年 は凶作

になると伝え られている[山 城 ・源 ・新城 1959:95-99]。

 古 宇利島には,こ の ほか に,旧 暦4月 と9月 に,日 柄を選 んでお こなわれ る嶽の御

願(タ キ ・ヌ ・ウガ ン)と 疫病駆除の御願(プ ーチ ・ヌ ・ウガ ン)や,男 女神役 への

感謝を 目的 とした 「ミチ ャン拝み」,冬 折 目(フ ユ ・ウイ ミ)な どがある。

 す で にのべた ように,古 宇利島には7カ 所 の御嶽があ るが,そ れぞれの御嶽 は,一

定の男女神役 によって管 理されている。た とえば,祝 女 は 「フ トゥキ ・ヌ ・メー」 と

「トゥンガ ・ヌ ・ウガ ミ」,「ソー ・ウタキ」 とい う三つの御嶽 を,ウ チ神 は 「ハ マ ン

シー」,ミ チチ ・マーイ神 は 「マーバグチ」,男 性神役 のひと りは 「ナカムイ」 とい う

ように,そ れぞれ管理する御嶽 がきまってい る。

 嶽 の御願 と疫病駆除の御願 には,そ れぞれの神役 が,自 分 たちの管理 している御嶽

へ出か けて祈願す るわけだが
,そ れがすむ と一行 は 「アサギ」 の広場 にあつま ること

にな っている。 そ して,嶽 の御願 には,男 女神役がい っしょに 「七嶽」(ナ ナタキ)

を遙拝す る。また,疫 病駆除 の御願の折には,女 性神役の一行が祝女 とウチ神 を中心

に二組 にわかれ,祝 女の組は東の浜,ウ チ神 の組 は西の浜へ出かけて,そ れぞれ海の

彼方 にむかって祈願 する。

 他 方,「 ミチ ャン拝み」 と冬折 目は,祭 団 を代表 して折 目をお こなってい る男女神

写 真4 ク ワ ッサヤ ー ・グ ワと火 の神 の祠
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役 に対す る感謝祭 とい う性格 をもって いる。 「ミチャン拝み」 は旧暦8月10日,冬 折

目は旧暦12月20日 に お こなわれるが,い ずれ も,島 の人 びとが馳走を用意 して,男 女

神役 を歓待す ることを骨子 として いる。 なお,「 ミチャン拝み」 は,も と 「門 中」 レ

ヴ ェルの行事で あった。 それぞれの 「門中」 の成員 が宗家 にあつま り,自 分 たちの

「門中」 か ら選 出されている男女 神役 を招 いて慰労 していたが,「 門中」のなかに は,

男女神役 を選 出 していない ところ もあるので,行 事の規 模を拡大 して,村 落 レヴェル

の行事 に改 めた とい う。当日,男 女神役 は 「アサギ」に招かれ,島 の人び との饗応 を

うける。また,冬 折 目は1年 の最終 の折 目ということで,男 女 神役 は,ま ず 「クワッ

サヤー ・グ ワ」 に祀 られてい る火 の神を拝 んでか ら,東 方にむか って遙拝す る。そ し

て,根 所の 「フンシヤ ー」に出かけて,そ こに祀 られて いる海の神を拝む。

 以 上が,男 女神役 によ ってお こなわれてい る折 目のあ らす じである。 いずれ も定期

的な行事で,こ のほかに,雨 乞い(ア マグィ)な どのような不 定期的な行事 もあるが,

興 味を ひ く点がい くつか ある。

 海 神祭の行事のなかに,こ の島 に伝承 されている人間起源神話のモチーフの一部が

再現 されて いるのが,そ のひ とつであ る。「アサギ」 の広場で,神 役 のひ とりが,供

え物の菓子(以 前 は餅)を 弓のさきで突 きさ し,そ れを高 くさ しあげる と,女 性神役

のヤ トゥーバル神が,そ れを弓で地面 に落 とす とい う所作 がおこなわれている ことは,

す でに触れて おいた。 この所作 は,島 の人び との解 釈による とﾘ沖 縄の神話的原祖 と

いわれる二人の男女のために,天 の神が餅をお ろして くれた という伝 承を再現 してい

るとい うことであ る。神話の儀礼化 とい うわ けだが,折 目と神話 とのあいだに,象 徴

的なかかわ りが見 られ るのは注 目に価す る。

 い まひ とつ興味 をひ くの は,男 女 神役 の加入礼が,農 耕 と漁労 の豊饒を感謝する折

目の 「ユガフー ・ニゲー」の前 日の,旧 暦6月23日 とい う一 定の日にお こなわれてい

る点である。 この日,神 役の仲間入 りする ことになった男女 は,親 類の人び ととい っ

しょに,馳 走 をたず さえて祝女 の家に出かけ,こ こで祝宴をお こなう。そ して,夜 に

なってか ら,先 任 の男女神役 にともなわれて 「アサギ」の広場へ出か け,そ こで 「ナ

カムイ」の御嶽 を遙拝す る。

 男 女神役に加入 するためには,こ う した儀礼的 な手続 きが必要 とされて いるわ けだ

が,そ の加入礼 が,豊 饒感謝祭 ともい うべ き 「ユガ フー ・ニゲー」の前 日にお こなわ

れて いるのは,一 考 してみる価値 がある、,こ の加入礼 にひ きつづいて,「 ユガ フー ・

ニゲ ー」 と 「サージ ャー ・エー」,海 神祭などとい う折 目が,集 中的にお こなわれ る

ことにな ってい るか らである。古宇利 島の穀 物栽培は,粟 と麦が中心にな って いる。

粟 は旧暦12月 に播 種,翌 年 の6月 に収穫 され,麦 は旧暦9月 に播種,翌 年 の2月 下旬

か ら3月 下旬 にか けて収穫 される。 いず れ も,『旧暦6月 が収穫 の前後sも しくはつ ぎ

の播 種のための準備期間にあたる。 旧暦6月 に折 目が集 中 し,し か も加入礼 がお こな
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われているの は,な にか必然的 な理由が あるのか も知れない。将来,こ の点 につ いて

改 めて検討す ることに したい。

IV.聖 地 と折 目をめ ぐる象 徴的世界

 古 宇 利島の聖地 と折目の問題 について,注 目したい点 が三つ ばか りあ る。

 7と い う数が象徴的な意味をもって いるのが,そ のひ とつで ある。 この島の御嶽が

「七嶽」(ナ ナタキ)と か 「七森七嶽」(ナ ナムイ ・ナナタキ)と 呼ばれている ことは,

す でに報告 しておいた。この事例だ けで は,7と い う数 が,な ぜ象徴的な意味をもっ

ているのか とい うことを十分 に説明す ることがで きないが,こ れ と似た事例が,沖 縄

本 島とその周 辺の離 島に,い くつか見 られる。

 慶 良間群島の阿嘉 島と慶留間島の両 島で構成 されてい る祭団で は,女 性神役 は7人

を基本的な編成単位 としている。⊥9CO年3月 現 在,ひ とりの欠員が出ていたが,祝 女

(ヌ ル)と ム シジキ,ウ シチ ャキ,エ ーチ ャシャ,ク シジチュ,ミ ー クム と呼ばれ る

6人 の女性神役 が,1ナ ナ ・ヌ ・ニーガ ン」 (7人 の根 神)と 総 称されて いた[伊 藤

1977:339]。 こ うした事例 は,沖 縄の最北端 にあ る伊是名 島や,沖 縄本島北部 の東海

岸 にある久 志村 などに も認 め られ る。

 伊 是名島の祭団 も久志村の祭団 も,阿 嘉島 と慶留間 島のそれ と向 じように,い くつ

か の村落 にまたが っているが,二 つの祭団 に共 通 している点 は,女 性神役 の編成 が,

7と い う数を基 本的な単位 と してい ることであ る。伊是 名島で は,1960年1月 現在,

祝 女(ヌ ール)と ウチ神,ユ シ神,ニ ジ ッチ ュ,シ ナ ドゥヌ,マ ニカニ,ニ ック ワと

呼ばれる7人 の女性神役 がいて,こ れ らの女性神役 は 「ナナ ・ヌ ・ヌー シ」(7人 の

主)と 総称 されていた。 また,久 志村 で は,1960年4月 現在,祝 女(ヌ ロー)や 根神

(二〇 ・ガ ミ),若 祝女(ワ カ ・ヌロー),サ グ ン神 など と呼ばれ る7人 の女性神役の

ことを,「 ナナ ・ヌ ・カ ミー」(7人 の神)と か 「トゥヌ ・ガ ミ」(殿 神)と 総称 され

ていた。

 いずれ も,7と い う数が,女 性神役 の基本 的な編成原理 にな ってい ることを示 して

い る。面白い と思 うのは,こ の7と い う数が,村 落 の草分 けの家 々の編成原理 になっ

ている事例が認め られることで ある。沖縄 本島北部 の東村川 田には,つ ぎのよ うな伝

承 がある。

  川 田は80戸 中10数 戸 を除 きた る外皆同家の喬孫 に して根謝銘屋及びその分家 なる
            イリ

  西 の 屋内(イ リノヤ),西 の根神 屋,東 の殿 内(東 リノ比嘉),新 門(ミ ー ジ ョウ),
  カンゼ ク

  鍛細工屋,大 川端(元 ニーブ屋)の 七煙より分れたり云々,故 に村内浜下 り(鳥

  の屋内に入る厄)に は必 らず右の七家より炊出しをなすの旧例ありという[国 頭

  郡教育部会編 1919:382]。
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 「同家」 とい うのは,川 田部落を創始 した と伝え られて いる根謝銘屋 のこと,「 七

煙」 とい うのは,7軒 の草分 けの家 々の ことである。 この伝承 によると,根 謝銘 屋を

中心と した7軒 の宗家が,川 田部落を形成する原 点とな っているわ けだが,こ の こと

と並行 して,7軒 の宗家 の出 自が,根 謝銘屋 とい う1軒 の総宗家 に収敏 されている こ

とも,注 意 してみ る必要 がある。 この点 は,あ とで改 めて取 りあげた い。

 渡 辺欣 雄に よると,こ うした事例 は,東 村川田のほかに,奄 美大 島南部の瀬戸 内町

清水 にも認 め られる ということだが[渡 辺 1973:147-149,1974:228-232],祝 女

を中心 と した女性神役が,一 定 の父系 出自集団の宗家筋 か ら選 出 ・継承 され ることを

考 えると,「 ナナ ・ヌ ・ニ ーガ ン」 とか 「ナナ ・ヌ ・ヌーシ」,「 ナナ ・ヌ ・カ ミー」

という,7と い う数を女性神役 の編成原理 とす る事例は,こ の川 田の事例 と深 く関連

して いると考えてよいだろ う。 しか し,こ のことが,「 ナナタキ」 とか 「ナナ ムイ ・

ナナタキ」 と呼ばれ る,7と い う数を御嶽の編成原理 とする古宇利 島の事例 と,ど の

よ うに関連す るのか とい う点 はあき らかで はない。

 沖 縄本 島 とそ の周辺の島 々には,以 上の事例が示す ように,7と い う数 が,御 嶽や

草分 けの家(根 所),女 性 神役 の編成原理にな っているわけだが,そ れぞれ のあいだ

にどのよ うな構造的連関があるのか。 また,そ れぞれの世界 が,ど のよ うな分類原理

によ って構造化 されているのか。 こうした点 は,将 来の沖縄 の研 究の課題 のひとつ と

なろ う。

 い まひとつ注 目 してお きたいのは,古 宇利島の折 目のなかに,一 定の方位 が,か な

り重視されている ことであ る。2月 御祭 と5月 御祭の折に,祝 女 を中心 とした女性神

役は,「 アサギ」のなかにすわ って,東 の方 にむか って拝 む。 また,こ の二つ の折 目

に用い られる麦 の穂 と粟の穂 は,東 の方 に垂 れて いるのが用い られる とい う。疫病駆

除を祈願 する 「プーチ ・ヌ ・ウガ ン」 に も,祝 女組の女性神役 た ちは東 の浜 に出か け,

そ こで海の彼方 にむか って祈願 する。

 こ こで方 位 とい うのは,い わゆ る民俗方位 の ことで,厳 密な地 理上の方位ではない

が,折 目の コンテキス トの なかで,東 の方位 が,相 対的 に重視 されていて,そ こに東

方聖地観がかいま見 られるのは興味深い。 このよ うな方位観 は,折 目ばか りでな く,

節 日(シ チ ビ)の なかに も認 め られ る。虫送 り(ム シバ レー ・ア シビ)と 呼ばれる行

事が,そ れであ る。 この行事 には男女 神役 も参加す る ことにな っていて,島 の人び と

は潮の ひ くのを見計 ら って東の浜 に出か け,芭 蕉 の葉でつ くった舟 に虫を入れて海 に

流す とい うのである。

 戦 後 まもな く,柳 田国男が 《東方浄土観》を提 唱 して以来[柳 田 1963:69-72],沖

縄 の世界観の問題が,多 くの人び とによって注 目されて きた。 こ こに取 りあげた方位

観 の問題 もまた,例 外 ではない。 これまでに公 けにされた成果 によると,沖 縄の聖 な

る国は,海 の彼方に も海 の底 地 の底 小 山の頂上 にもあ ると想像 され ると同時 に,東
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方にも西方にも,ま た,南 方にも北方にもあると考え られていた[伊 藤 1973:225-

2311。 柳田が想定 したように,沖 縄の聖なる国は,海 の彼方の東方だけに限られてい

なかったのである。しかしなが ら,こ のことは,象 徴的世界のなかで,東 の方位が重

要な意味をもっていることを全面的に否定するものではない。沖縄の人びとが想像し

た聖なる国の方位のなかで,東 方はいぜんとして重要な意味をもちつづけているから

である。

 晩年の柳田は,《東方浄土観》の根拠を十分にあげなかったが,そ の後,柳 田の仮

説を実証する事実が,い くつか報告 されている。八重山の石垣島の川平で,旧 暦8月

から9月 にかけておこなわれる節祭 り(シ ッ)に,家 々を訪れて人びとを祝福する仮

面二仮装の来訪神 「マユ ・ン・ガナス」 が出現するが,こ の来訪神が出現するとき,

川平の人びとは,東 方にむかって祈願するといわれる[比 嘉 1969:33-37]。 奄美大

島の南にある加計呂麻島のい くつかの村落では,女 性神役によって送迎される来訪神

「ネ リヤ神」が,旧 暦2月 に東方の海の彼方の聖なる国 「ネリヤ」から訪れて村落に

滞在 し,旧 暦4月 になると,西 風に乗って 「ネリヤ」にもどると考えられている[伊

藤 1958:85-1001。 また,沖 縄本島の北方海上に浮かぶ伊平島の田名では,人 が死

ぬと東方の島にいくと伝えられている[大 胡 1966:135]。

 ところで,こ の際,ひ とことのべておきたいと思 うのは,古 宇利島の東南の方角に,

大宜味村塩屋が位置していることである。山城善三の報告によると,古 宇利島と塩屋

のあいだには親縁関係があるらしい。海神祭の船漕ぎ競走の際,古 宇利島では塩屋の

方にむかって船を漕 ぐが,塩 屋では古宇利島にむかって船を漕 ぐことになっている。

また,伝 承によると,古 宇利島と塩屋は兄弟姉妹関係にあって,古 宇利島は男神で,

塩屋は女神という関係にあるという[山城 1962:28]。 断片的な資料のために,十 分

に理解できないという難点があるが,二 つの村落のあいだには,ど うやら歴史的=文

化的に,な ん らかの脈絡があるらしい。このことを考えると,古 宇利島の東方聖地観

の問題 も,こ んご改めて検討しなければならないかも知れない。

 古宇利島の聖地と折目の問題について,も うひとつ注目したいと思 うのは,こ の島

の社会のなかに,始 源志向ともいうべき論理が潜在 していて,そ の論理によって,い

くつかの宗家がひとつの総宗家に収敏され,そ の総宗家が軸になって,祭 祀的な秩序

が維持 されていることである。すでにのべたように,こ の島には,根 所(ニ ー ・ドゥ

クル)と 呼ばれる宗家がいくつか存在 し,そ の宗家を出自の原点として,い くつかの

「門中」という父系出自集団が形成されている。そして,島 の人びとは,宮 城屋(ミ

ャーグスク ・ヤー)を 現存す る根所のなかのもっとも古い家 とみなし,そ のほかの根

所を宮城屋か ら分岐したものと考えている。

 古宇利島の人びとが,元 旦の初拝みや春秋の彼岸に,神 話的原祖を祀っている 「マ

ーバグチ」といっしょに,宮 城屋に祀 られる先祖を拝んでいるのは,こ の根所に祀 ら
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れている先祖が,島 民全体の始祖にあたると考えているか らであろう。また,女 性神

役のなかで,主 導的な役割をになっている祝女とウチ神が,宮 城屋を宗家とする 「門

中」から選出されるようになったのも,古 宇利島の 「門中」の宗家のなかで,宮 城屋

が各宗家を統合するセンターとして認識 されているからであろう。

 古宇利島の社会には,こ のように複数の根所 もしくは宗家を統合する原根所,総 宗

家 という社会=宗 教上の権威のシンボルが存在 し, そのシンボルが強力なメデ ィアと

なって,人 びとの社会的な連帯と宗教的な統合をうながすという論理が見られる。こ

うした論理は,沖 縄本島の他の村落,た とえば,中 部東海岸の離島の浜比嘉島の浜

[伊藤 1974a:164-172]や,南 部東海岸の玉城村糸数[伊 藤 1976:186-189]に も

観察される。東村川田の 「七煙」と呼ばれる7軒 の宗家が,そ のなかの1軒 の宗家の

根謝銘屋を総宗家としているのも,こ うした論理と軌を一にしたものであろう。

V.む す び にか えて

 古 宇 利島で は,神 話 と聖地 と折 目が,そ れぞれ象徴 的に関連す ることによ って,ユ

ニークな祭祀 的な世界が生みだ されている。 この島で は
,神 話 は単な る物語ではない。

神話 のなかに現 われ る原祖が御嶽に祀 られ,神 話 の一部 のモチ0フ が折 目のなかに再

現 されてい る。神話 は,御 嶽や折 目とかかわ りを もつ ことによって,そ の リア リテ ィ

ーを発現 しているわけである
。

 他 方,御 嶽 や折 目 もまた,神 話 と直接 むすびつ くことによって,そ れぞれの存在理

由を強化 してい る。 御嶽 「マーバ グチ」が島の人び との尊崇 をあつ め,「 七嶽 」の中

心 に位置づ けられているのは,こ の御嶽 に,神 話的原祖が祀 られてい るとい う伝承 が,

人 び との心のなかに,ど っしりと根 をおろ しているか らであ ろう。また,海 神祭 とい

う折 目が,島 の人 び とに重視 されている理 由のひとつ は,こ の折 目のなかに,神 話 の

モ チーフの一 部が組 み込 まれてい るか らであろ う。

 こ のように古宇利 島で は,聖 地 と折目が,神 話 をメデ ィアとしてかた くむすびつい

て いる。 ことばをかえて いうと,御 嶽(U)と 根 所(N)と 折 目(R)は,御 嶽 に祀 ら

れ る神話的原祖(ma)と 根 所 に祀 られる始祖(fa)と 折 目をお こな う男女神役(k)を
                 0

媒介 として,た がいに密接な関係をた もっているということがで きよ う。

 と ころで,沖 縄 の村落 のなかには,古 宇利島の 「ハ マンシー」や 「フ トゥキ ・ヌ ・

メー」 と同 じよ うに,神 話的原祖が住 居をかまえて いた と伝承 されている ところがあ

る。沖縄本島南部 の東海岸 にある玉 城村仲村渠 がそれで,そ こには,沖 縄 の もうひと

つの神話的原 祖の 「アマ ミキ ョ」が,は じめて住 んだ という 「ミン トン ・グスク」 が

ある。 「アマ ミキ ョ」 とい うのは,『 琉球神道記』(1605)や 『中山 匿鑑』k1650)な

ど に記録 されてい る,世 界 と人間の起源神話に現 われる神話的原祖の ことだが,こ の
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図1 聖地 と折目の象徴的関連のメカニズム

「アマミキョ」が住んだという 「ミントン・グスク」は,現 在,近 くの糸数の父系出

自集団(バ ラ)が 巡拝する対象のひとつになっている[伊 藤 1976:186-189]。

 興味深いと思われるのは,古 宇利島と玉城村仲村渠の事例のあいだには,異 なった

点がいくつかある。同じ神話的原祖で も,古 宇利島のそれは,民 間神話に現われる名

もない男女であるのに対して,仲 村渠のそれは,古 典神話に出現する沖縄本島レヴェ

ルの創造神である。また,古 宇利島では,神 話と折目とのあいだに象徴的な関連が認

められるのに対 して,仲 村渠には,こ うした事実が見 られない。しかし,神 話的原祖

とかかわる御嶽や 「グスク」が存在 し,そ れが,村 落という 《小宇宙》の宗教センタ

ーとしての機能をはた しているのは注目に価する。
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